
札幌市入院者訪問支援事業
実 践 報 告

SAPP‿RO

札幌市保健福祉局障がい保健福祉部障がい福祉課

精神保健・医療福祉係

北海道札幌市中央区北１条西２丁目／011-211-2936

令和7年３月18日 令和６年度入院者訪問支援事業担当者会議



１ 札幌市の特徴

２ 札幌市入院者訪問支援事業の概略

３ 受託業者

４ 訪問支援活動の実施フロー

５ 事業の経過と実績

６ 市内全病院展開までの道のり

７ 効果の検証（アンケートの実施）

８ 必要となるフォローアップ

９ 総括

内 容



 人口：1,965,823人（R7.2.1時点の推計人口）

 市域：1,121.26㎢ ／ 行政区：10区

基  礎  情  報

 

 

   精神病床を有する医療機関：37か所

   精神病床数：約7,000床

政令市中最多！！

精神科医療資源

人口は政令市中第４位

札幌市

札幌市の特徴



○訪問活動の主な対象・・・

○実施の方法 ・・・訪問支援活動を委託

○予算（主に委託料）・・・4,400千円

○委託事業者の選定 ・・・公募型企画競争入札

○ 実施方法・・・訪問支援活動を外部委託にて実施

       

  ○ R6予算額・・・4,400千円

         訪問支援活動の委託料（4,275千円）/ 推進会議の報償費（125千円）

  ○ 委託事業者の選定・・・公募型企画競争入札

    ≪主な参加資格≫
・ 精神保健福祉相談の実績がある相談支援事業者等を所管する団体

・ ピアサポータ―の活用等の実績がある相談支援事業者等を

 所管する団体

財政部局に精神病床の多さを
アピール！

事業ニーズは高い！

R6年度より開始！

専門性と企画提案力が必要！
新規事業のため、実務を通して課題

や改善策の提案が必要。

（参考：関係資料はこちらに掲載しています）

【令和６年度】

https://www.city.sapporo.jp/shogaifukushi/keiyakujoho/kikakukyoso/nyuuinhoumo
n.html

【令和７年度】

https://www.city.sapporo.jp/shogaifukushi/keiyakujoho/kikakukyoso/nyuuinhoumo
n2025.html

札幌市入院者訪問支援事業の概略



札幌市入院者訪問支援事業の概略

会議の運営

事業の進め方の見直し等を検討

実務者会議（年2回程度） 推進会議（年2回程度）

訪問活動の課題等を検討

【訪問支援員】

要件：自治体開催の研修受講

【主な活動】
・2名１組で入院者と面会。
・生活に関する相談や必要な
各種情報提供（適宜、ピア
サポーターの紹介等）

委 託

訪問活動

活動状況の
報告

原則、札幌市内の精神病床を有する医療機関における札幌市長同意による医療保護入院者等

訪問支援員に
よる面会

訪問支援員の
活動等に反映

・原則、札幌市において実施

・入院者訪問支援員養成研修の開催

・訪問支援員の任命

養成研修・任命

【ピアサポーター】

障がい経験のある支援者

  (養成研修の受講等の要件)

【主な活動】

・退院に向けた各種支援

…入院者との面談、

 外出への同行等

（参考）既存
ピアサポーター活用事業

委 託

ピアサポーター
による支援

精神科

訪問支援活動の対象者



受 託 事 業 者

【主な運営事業】

  ・障がい者相談支援事業所

・精神科病院、メンタルクリニック

・訪問看護事業所

・グループホーム、就労継続支援B型事業所

・高齢者支援複合施設・・・など

医療・保健・福祉に関する
実績・ノウハウが豊富！

精神科病院側からの
貴重な視点あり！

「医療法人社団 五風会」

（理事長：森 一也（精神保健指定医）／札幌市清田区真栄319）

入院者訪問支援事業の

主たる運営事業所

バックアップ！



②病院職員が対象者に意向確認を

   実施

④受託事業者より病院を通して本人と

訪問日の調整

①病院へ対象者への事業利用に関する

   意向確認を依頼

③病院より意向確認結果を受理

⑤面会交流

訪問支援活動の実施フロー
患者用チラシ

病院職員用チラシ



時期 経過

令和6年 ５月 入院者訪問支援員養成研修開催（1回目：16人）

６月 先行実施病院（4病院）にて訪問支援活動開始

８月 実務者会議（第1回）

９月 推進会議（第1回）

10月 入院者訪問支援員養成研修開催（2回目：6人）

10月 市内精神科病院実務者向け説明会を開催

11月～ 市内精神科病院37病院の訪問支援活動開始

11月 入院者訪問支援員フォローアップ研修

令和７年 1月 実務者会議会議（第2回）

２月 推進会議（第2回）

事業の経過と実績

市役所と受託先の定例
ミーティングを月1回実施

活動実績（令和６年6月～令和７年２月末現在）

面会実人数 継続利用者
（2回目以上利用者）

延べ面会数 面会実施病院数

59人 20人 94回 17病院
令和６年度延べ面会数 約100件（見込み）

経過

※市長同意者入院中の病院・・・22病院/37病院



市内全病院展開までの道のり

R6.6～ R6.9～

〇 背景・目的

〇 内容

〇 背景・目的

〇 内容

◼ 対象病院

◼ 対象者
・原則、札幌市長同意による医療保護入院者
・外部との交流機会が少ない長期入院者等
ただし、対象者への配慮の観点から以下の場合は除く
❶ 意思疎通困難など病状から面会しない方がよい方
❷  面会交流を拒否している方

※先行実施病院は実務者会議にも参加

◼ 管内の精神科病院数が多く、いきなり全病院を対象に開始すると混
乱を招く可能性が高い。

◼ 先行（試行）実施を行い、対象者及び病院側への意見聴取を通して
課題等の精査を図る必要がある。

◼ ２回目の面会を希望する方の状況などニーズ量を概算把握したうえ
で、対象病院を拡大した際の対象者設定を検討する必要がある。

◼ 先行実施病院での運用を踏まえ、実務者会議・推進会議を経て、訪
問支援活動における対象者やフローなどの在り方が定まった。

◼ 先行実施以外の病院においても、支障なく訪問支援活動を行うこ
とができるかを確認する。

◼ 対象病院

先行実施病院に加え、順次５病院を対象に追加

◼ 対象者

    原則、札幌市長同意による医療保護入院者

    ただし、対象者への配慮の観点から以下の場合は除く

    ❶ 意思疎通困難など病状から面会しない方がよい方

    ❷  面会交流を拒否している方

◼ 面会時のルール

面会交流の上限時間は30分程度

先行実施病院での実施 対象病院の拡大

さっぽろ香雪病院 旭山病院

五稜会病院 ときわ病院



〇 背景・目的 〇 参加者

〇 内容

市内全病院展開までの道のり

R6.10 R6.11～
実務者向け説明会の実施

◼ 本事業の調整役（キーパーソン）となる病院職員（相談員
等）に事業を十分に理解もらう必要がある。

◼ （行政説明）

入院者訪問支援事業について

◼ （外部講師による講演：当事者）

当事者による精神科病院入院の体験共有

◼ （外部講師による講演：精神科病院院長）

精神科病院の人権・権利擁護

◼ （行政説明 ）

札幌市における事業の実践状況と今後の対応について

◼ 参加病院：33病院

◼ 参加者：70名（会場参加： 30名 オンライン： 40名）

※PSW、Ns.、Dr.等が参加

市
内
全
精
神
科
病
院
へ
展
開



実施期間：R6.11.1～R7.1.31 / 対象者：初回面会を実施した患者 / 回答者数：44名
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64%

9

22%

5

12%

1

2%

そう思う ややそう思う

あまりそう思わない そう思わない

① お話ができて楽しい/気持ちが明るく
なったと感じましたか。

86％（36人）が楽
しかったと肯定的
に感じている。

ｎ＝42

該当するものを選択（複数回答可）

③ 入院中に病院職員さん以外の人とどの
ような話をしたいですか。

39%
36%
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16%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

世間話

（趣味の話等）

入院生活に

関すること

退院に

関すること

医療に

関すること

その他

17
16

13

9

7

・将来の生活
について
・おやつの話

30％（13名）が
退院に関する話
を希望。

26

60%6

14%

8

19%

3

7%

そう思う ややそう思う

あまりそう思わない そう思わない

74％（32名）が再度
の利用を希望してい
る。

ｎ＝43

② また、利用したいと思いますか。

効果の検証（アンケートの実施）
患者向けアンケート
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実施期間：R6.12～R7.1 / 対象者：事業を利用された患者の担当職員 / 回答者数：14病院42名
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・調整対応を行っていない
（別職員が対応）

孤独感の解消や、地域生
活を意識することへつな
がると回答者の半分が感
じている。
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② 入院者訪問支援事業を利用するこ
とで、病院にとっての効果になると感じ
るものを選択してください。

・虐待防止など

30
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5

2

③ 訪問支援員との面会までの調整で
苦慮したことはありますか？

23

13

6
5

3

① 入院者訪問支援事業を利用すること
で、患者さんに とっての効果になると感
じるものを選択してください。

29

21

5
3

4

・病院には直接言えない
不満や不適切支援の表出

「院内の権利擁護の意
識向上につながる」と回
答者の71％が回答。

「患者への事業内容の説
明・理解」を回答者の半分
が回答。

孤立感や
孤独感の
軽減

地域生活を
意識すること
につながる

効果をあま
り感じない

自尊心の
向上

その他
患者さんへの
事業内容の説
明・理解促進

特にない 面会場所 日程調整 その他

効果の検証（アンケートの実施）

病院向けアンケート

院内の権利擁
護の意識向上
につながる

病院内の風通
しが良くなる

効果をあまり
感じない

患者さんへ
の理解が深
まる

その他



訪問支援員へ 病院へ 患者へ

患者への事業内容の説明・
理解促進に苦慮している病

院職員が多い

支援員によって精神科にお
ける知識のばらつきや訪問
の中で対応に悩む支援員も

いる

入院中の話だけではなく、
退院を希望される話をする

患者がいる

継続的なフォローアップ
研修の開催

【R6年度開催例】

目的：事例検討を通して、訪問支援活動の
なかで、生じたジレンマ等を共有しあい、
対応の向上につなげる。
参加者：訪問支援員15名

事例検討のまとめ一例

必要となるフォローアップ

訪問支援活動のイメージが
持てる対策

具体的な訪問支援活動におけるイメージ
が持てるよう、事例集、動画作成等の対策
を講じていく（※）

退院希望の意向が病院へ伝
わるようフォロー

退院希望の話が出た場合、必要に応じて
本人の了承を得た上で病院職員へ意向を
伝えるフォローをしていく

また、病院職員や患者へ退院に向けた各
種制度を掲載したリーフレットを作成し渡
す（※）

※具体方針については現在の想定 ※具体方針については現在の想定



  

事業の効果（考察）

総括

◼初年度は事業を病院職員や対象患者に知ってもらうことを主な目標の一つとした。

◼事業の実施にあたり、病院側の運営に支障をきたさないようにし、また、病院側の事業理解が進むようにするため、
主に以下の取り組みを実施した。

  ①一部の病院にて先行実施（事業の在り方の検討）

  ②訪問による事業説明及び病院向け事業説明会の開催（理解促進）

  ③病院向けアンケートの実施（効果検証）

◼受託先が精神科病院を運営している法人であることから、訪問支援員側の立場だけでなく、病院側としての立場も
理解しているという法人のノウハウ（強み）を活かして、実施方法等を検討したうえで事業を展開。

事業の実施にあたり意識したこと

孤独感や自尊心低下を解消することに加え、地域生活への意識につながる

院内の権利擁護のさらなる意識向上につながる

患者の入院中の生活について考える機会が増え、権利擁護の意識がより一層向上した
（また、当該事業が各自治体の裁量となる部分が多いため、病院や患者の意見くを聞く（関わる）機会を持つきっかけにも

なった。）

患者

病院

市



ご清聴ありがとうございました。

SAPP‿RO

札幌市保健福祉局障がい保健福祉部障がい福祉課

精神保健・医療福祉係

北海道札幌市中央区北１条西２丁目／011-211-2936
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